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１. 衛星放送をめぐる市場の動向
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 一つの送信点から一波で全国をカバーすることにより、経済的、効率的に全国放送を実現可能。
 地上（地球局）から人工衛星まで番組を伝送（アップリンク）し、人工衛星から日本全国に向けて番組を放送。

 広帯域の伝送路を設定し、数多くの高画質番組を同時に提供することが可能であり、かつ、視聴者数がどれ
ほど増えても、それによって品質の劣化は生じない。

東経110度ＣＳ放送ＢＳ放送
東経124/128度ＣＳ放送① ② ③

種類 ① ＢＳ放送（東経１１０度） ② 東経１１０度ＣＳ放送 ③ 東経１２４／１２８度ＣＳ放送

特性
【基幹放送】

（右旋）三波共用受信機（地上・BS・110度CS）により、より多くの視聴者が簡便に視聴可能
（左旋）視聴するためには、対応アンテナの設置等が必要

【一般放送】
視聴するためには、専用受信機が必要

番組数
（R2.4.1）

（右旋） ４Ｋ ６番組 ＨＤ 26番組
ＳＤ １番組

（左旋） ８Ｋ １番組 ４Ｋ ４番組（注）

（右旋） ＨＤ 42番組 ＳＤ 12番組
（左旋） ４Ｋ ８番組

４Ｋ ３番組 ＨＤ 147番組

普及状況
（R2.3末）
※ＮＨＫは2月末

※ＮＨＫ-ＢＳ契約件数2,284万件
ＷＯＷＯＷ加入者数 285.5万件

スカパー！サービス
加入者数 215.8万件

スカパー！プレミアムサービス
加入者数 93.1万件

（注）ＷＯＷＯＷは令和２年12月１日より放送開始予定。

衛星放送の仕組み 2



ＢＳデジタル放送視聴可能世帯

（株）BS日本、（株）ビーエス朝日、（株）BS-TBS、（株）BSテレビ東京、（株）ビーエスフジ、日本BS放送（株）発表「BS世帯普及率調査」 より
調査方法：RDD（ランダム・デジット・ダイアリング）法による電話調査
調査期間：2008年度は6月と8月調査の平均値、2009～2011年度は12月と2月調査の平均値、2012～2015年度は12月と3月調査の平均値、2016～2019年度は6月と12月調査の平均値
調査対象：全国のテレビを有する普通世帯（マスコミ関係世帯を除く）各3000世帯（都道府県毎の世帯割付あり）
調査主体：（株）BS日本、（株）ビーエス朝日、（株）BS-TBS、（株）BSテレビ東京、（株）ビーエスフジ、日本BS放送（株）
調査実施機関：（株）ビデオリサーチ（調査主体より委託して実施。調査結果は調査主体に帰属）
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衛星放送の市場規模

地上系民間基幹放送事業者(195社)
2兆3,253億円(59.3%)

ＮＨＫ
7,332億円(18.7%)

衛星系民間放送事業者(41社)
3,619億円(9.2%)

有線テレビジョン放送
事業者(287社)
5,030億円(12.8%)

○ 放送メディアの市場規模は、平成30年度において約4兆円。そのうち、衛星系民間放送事業者の

市場規模は約3,600億円で、過去５年間は年度ごとの増減はあるものの、概ね横ばいで推移。

放送メディアの収入

（平成30年度：３兆9,234億円）

衛星放送の市場規模の推移

（平成26年度～平成30年度）

（出典）総務省「民間放送事業者の収支状況」（令和元年11月）により作成 （出典）総務省「民間放送事業者の収支状況」（令和元年11月）により作成
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衛星放送の加入件数

○ 衛星基幹放送の有料契約件数については、概ね横ばい傾向。

○ 一方、衛星一般放送の有料契約件数については、毎年減少傾向。

衛星基幹放送の加入件数の推移（※）
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（出典）スカパーＪＳＡＴ株式会社「スカパー！加入件数の推移」（令和２年３月）
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（出典）スカパーＪＳＡＴ株式会社「プレミアムサービス加入件数の推移」（令和２年３月）

衛星一般放送の加入件数の推移（※）

（※）衛星基幹放送のうち、スカパー！（東経110度ＣＳ放送）の加入件数を抽出。 （※）衛星一般放送のうち、スカパー！プレミアムサービス（東経124/128度ＣＳ放送）
の加入件数を抽出。
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衛星放送事業に係る収益・費用

○ 近年の衛星基幹放送に係る収益及び費用については、概ね横ばい傾向。

○ 一方、衛星一般放送においては、収益及び費用が減少傾向。

（出典）総務省「民間放送事業者の収支状況」（令和元年11月）により作成 （出典）総務省「民間放送事業者の収支状況」（令和元年11月）により作成

衛星基幹放送に係る収益及び費用の推移（※）
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衛星一般放送に係る収益及び費用の推移

（※）衛星基幹放送のうち、ＢＳ放送の収益及び費用を抽出。
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（注）平成２８年度については、当該年度に行われた事業承継の影響により、
数値の減少幅が大きくなっている。



インターネット動画配信サービスの進展

○ インターネット動画配信サービスの国内市場規模及び加入者については一貫して増加傾向。

○ また、海外の事業者を中心に４Ｋ配信にも注力しており、競合他社との差別化を図っている。
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一貫して市場規模が拡大

（千件）
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２. 「新４Ｋ８Ｋ衛星放送」の現状と課題

8



9４Ｋ・８Ｋ推進のためのロードマップ～第二次中間報告（2015年7月）

２０１４年 ２０１５年 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年 ２０２０年 ２０２５年頃

４Ｋ・８Ｋの普及に向けた基本的な考え方 ～２Ｋ・４Ｋ・８Ｋの関係

 新たに高精細・高機能な放送サービスを求めない者に対しては、そうした機器の買い換えなどの負担を強いることは避ける必要がある

 高精細・高機能な放送サービスを無理なく段階的に導入することとし、その後、２Ｋ・４Ｋ・８Ｋが視聴者のニーズに応じて併存することを前提し、無理
のない形で円滑な普及を図ることが適切

地デジ等 継 続

２Ｋ

現行の２Ｋ放送

１２４/１２８
度ＣＳ

４Ｋ
実用放送

４Ｋ試験放送
４Ｋ

実用放送

４Ｋ
実用放送

４Ｋ試験放送

4K VOD実用
サービス

８Ｋに向けた実験的取組

８Ｋに向けた実験的取組

衛

星

ケーブル
テレビ

ＩＰＴＶ等

４Ｋ試験放送

4K VOD
トライアル

４Ｋ・８Ｋ

試験放送

４Ｋ
試験放送

ＢＳ
（右旋）

ＢＳ
（左旋）

１１０度ＣＳ
（左旋）

（ＢＳ17ch）

トラポンの
追加割当

４Ｋ
実用放送

４Ｋ・８Ｋ
実用放送

トラポンの
追加割当

４Ｋ
実用放送

＜目指す姿＞

・2020年東京オリンピック・

パラリンピック競技大会の

数多くの中継が４Ｋ・８Ｋで

放送されている。

・全国各地におけるパブリッ

クビューイングにより、

2020年東京オリンピック・

パラリンピック競技大会の

感動が会場のみでなく全

国で共有されている。

・４Ｋ・８Ｋ放送が普及し、多

くの視聴者が市販のテレ

ビで４Ｋ・８Ｋ番組を楽しん

でいる。

（ＢＳ17chを含め、

２トラポンを目指す） ＜イメージ＞

・４Ｋ及び８Ｋ実用放送
のための伝送路として
位置付けられたＢＳ左
旋及び110度ＣＳ左旋に
おいて多様な実用放送
実現・右旋の受信環境
と同程度に左旋の受信
環境の整備が進捗

（注１）ケーブルテレビ事業者がIP方式で行う放送は「ケーブルテレビ」に分類することとする。
（注２）「ケーブルテレビ」以外の有線一般放送は「IPTV等」に分類することとする。
（注３）ＢＳ右旋での４Ｋ実用放送については、４Ｋ及び８Ｋ試験放送に使用する１トランスポンダ（ＢＳ１７ｃｈ）を含め2018年時点に割当て可能なトランスポンダにより実施する。この際、周波数使用状況、技術進展、参入希望等を

踏まえ、使用可能なトランスポンダ数を超えるトランスポンダ数が必要となる場合には、ＢＳ１７ｃｈを含め２トランスポンダを目指して拡張し、ＢＳ右旋の帯域再編により４Ｋ実用放送の割当てに必要なトランスポンダを確保す
る。

（注４）ＢＳ左旋及び110度ＣＳ左旋については、そのＩＦによる既存無線局との干渉についての検証状況、技術進展、参入希望等を踏まえ、2018年又は2020年のそれぞれの時点において割当て可能なトランスポンダにより、４Ｋ及
び８Ｋ実用放送を実施する。

（注５）2020年頃のBS左旋における４Ｋ及び８Ｋ実用放送拡充のうち８Ｋ実用放送拡充については、受信機の普及、技術進展、参入希望等を踏まえ、検討する。

４Ｋ・８Ｋ



受信機の普及状況① 10

JEITA統計を基に総務省作成

○ 令和２年３月末時点で、４Ｋ対応テレビの累計出荷台数は約639万台、４Ｋテレビの累計出荷台

数は約250万台、合計約889万台。

○ また、直近のテレビ出荷台数の51.9%は４Ｋ対応テレビ及び４Ｋテレビとなっている。

（注）一般的に、「４Ｋ対応テレビ」と「４Ｋテレビ」は以下のとおり呼称。

４Ｋ対応テレビ：「新４Ｋ８Ｋ衛星放送」を受信するために必要なチューナーを搭載していないが、４Ｋ・８Ｋ映像を表示できるパネルを採用したテレビ。

４Ｋテレビ：「新４Ｋ８Ｋ衛星放送」を受信するために必要なチューナーを搭載したテレビ。



（注）①②③：JEITA（電子情報技術産業協会）発表、④：JCTA（ケーブルテレビ連盟）ヒアリングによるデータを合算して表示

受信機の普及状況②

①「新4K8K衛星放送対応

チューナー（単体）」

②「新4K8K衛星放送対応
チューナー内蔵テレビ」

④「新４Ｋ８Ｋ衛星放送対応

STB（単体）」

24.4万台

394.0万台

CATV受信 79.2万台

③「新4K8K衛星放送対応
チューナー内蔵録画機器」

40.5万台

直
接
受
信

249.9万台
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○ 新４Ｋ８Ｋ衛星放送を視聴できる受信機器の出荷台数は、令和元年６月以降、堅調に増加し、

令和２年３月末時点で約394万台。最近ではチューナー内蔵テレビの出荷台数が大きく伸張。

○ しかしながら、今般の東京オリンピック・パラリンピック競技大会の延期等による受信機の

普及への影響を見極める必要がある。

※前月比約33万台増加



新４K８K衛星放送の受信環境① 12

右旋円偏波で
送られた放送

左旋円偏波
（12GHz）

同一の周波数の
右旋円偏波と
左旋円偏波を
併せて送信 左旋円偏波で

送られた放送

右旋円偏波
（12GHz）

右左旋共用アンテナ

視聴者

左旋対応アンテナへの交換
（1万円前後＋工事費）

左旋のチャンネルが伝送できない建物は、屋内配
線等交換工事が必要な場合あり。

ただし、電波漏洩する機器を使用している建物は、
対策に補助金が適用される場合あり。

４Ｋ

チューナー内蔵の４Ｋテレビを購入
（5万円～100万円程度）
※平成30年6月から各社順次発売

４Ｋ

チューナー非内蔵の
４Ｋ対応テレビを購入
（3万円～）

外付けチューナー
を購入（注）
（1万円～2万円
程度）

（注）CATVに加入の場合にはSTB
（セットトップボックス）を接続す
ることで視聴可能。

※その他、有料チャンネルを視聴する場合は、視聴料等
の負担の必要あり。

あるいは

現在、BS放送
（東経110度CS

放送）を受信可
能なことを前提

BS右旋（６チャンネル）

BS朝日 4K

BS日テレ 4K

BS-TBS 4K

BSテレ東 4K

NHK BS４K

BSフジ 4K

BS左旋（５チャンネル）
ｼｮｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙ ４K

ザ・シネマ ４K

NHK BS８K

４K QVC

WOWOW

８Ｋ放送（NHK BS8K）を
視聴する場合は、
・チューナー内蔵の８Ｋテレビ
を購入
（30万円～330万円程度）

あるいは
・チューナー非内蔵の８Ｋ対応
テレビを購入
（20万円程度）

＋
外付けチューナーを購入
（20万円程度）

110度CS左旋（８チャンネル）
スカパーサービス

J SPORTS 1
J SPORTS 3
スターチャンネル
スカチャン２ ４K

J SPORTS 2
J SPORTS 4
スカチャン１ ４K
日本映画＋時代劇 ４K

○ BS右旋（4K）のチャンネルは、BS2Kが視聴できる受信環境の場合に対応受信機の購入で視聴可能。

○ これに対して、BS左旋及び東経110度CS左旋のチャンネルを視聴するためには、対応受信機の購入に

加え、各世帯の状況に応じて対応アンテナへの交換や宅内配線の工事が必要となる等、右旋と左旋のチャ

ンネルでは視聴環境に差異が存在する。

変更あり



新４K８K衛星放送の受信環境② 13

～建物まで

建物

部屋
（テレビ端子）

衛星放送の電波

ケーブルテレビ
事業者により再放送している

チャンネルが異なる

光回線テレビ（フレッツ等）
事業者により再放送している

チャンネルが異なる

・パラボラアンテナ、ケーブルテレビ、
光回線テレビの３種類の方法の中から
選択して、導入・伝送している（複数の場合もある）

・部屋（テレビ端子）まで届くチャンネル数は、
建物の受信設備（建築年度等）によっても異なる。

・汎用的受信機だけで受信できる
場合と補助機器を追加して受信す
る場合がある。

・使用する機器によって受信可能
チャンネル数が変わる。

戸建 集合住宅

・補助機器をモニタに接続して視聴
（ケーブルテレビ用STB,アップコンバーターなど）

・汎用的受信機をテレビ端子に接続して
視聴（テレビ・レコーダー等）

パラボラアンテナ
アンテナの種類により

（右旋専用・右左旋対応）
受信チャンネルが異なる

○ 衛星放送は、アンテナによる直接受信のほか、ケーブルテレビや光回線テレビ経由による
視聴も可能である。

○ このため、それぞれの視聴方法に係る現状を把握した上で、各世帯の受信形態に応じたきめ
細やかな対応が求められる。



新４Ｋ８Ｋ衛星放送における放送番組

No 社名 チャンネル名 周波数 放送開始日

１ (株)ビーエス朝日 ＢＳ朝日４Ｋ ７ｃｈ 平成３０年１２月１日

２ (株)ＢＳテレビ東京 ＢＳテレ東４Ｋ ７ｃｈ 平成３０年１２月１日

３ (株)ＢＳ日本 ＢＳ日テレ ４Ｋ ７ｃｈ 令和元年９月１日

４ 日本放送協会 ※４Ｋ ＮＨＫ ＢＳ４Ｋ １７ｃｈ 平成３０年１２月１日

５ (株)ＢＳ－ＴＢＳ ＢＳ－ＴＢＳ ４Ｋ １７ｃｈ 平成３０年１２月１日

６ （株）ビーエスフジ ＢＳフジ４Ｋ １７ｃｈ 平成３０年１２月１日

ＢＳ右旋

ＢＳ左旋

１１０度ＣＳ左旋

No 社名 チャンネル名 周波数 放送開始日

１

(株)スカパー・エンターテイメント

J SPORTS １ (４Ｋ) ９ｃｈ 平成３０年１２月１日

J SPORTS ２ (４Ｋ) ９ｃｈ 平成３０年１２月１日２

３ J SPORTS ３ (４Ｋ) １１ｃｈ 平成３０年１２月１日

４ J SPORTS ４ (４Ｋ) １１ｃｈ 平成３０年１２月１日

５ スターチャンネル ４Ｋ １９ｃｈ 平成３０年１２月１日

６ スカチャン１ ４Ｋ １９ｃｈ 平成３０年１２月１日

７ スカチャン２ ４Ｋ ２１ｃｈ 平成３０年１２月１日

日本映画＋時代劇 ４Ｋ ２３ｃｈ 平成３０年１２月１日８

No 社名 チャンネル名 周波数 放送開始（予定）日

１ ＳＣサテライト放送(株) ショップチャンネル４Ｋ ８ｃｈ 平成３０年１２月１日

２ (株)ＱＶＣサテライト ４Ｋ ＱＶＣ ８ｃｈ 平成３０年１２月１日

３ (株)東北新社メディアサービス ザ・シネマ４Ｋ ８ｃｈ 平成３０年１２月１日

４ (株)ＷＯＷＯＷ ＷＯＷＯＷ １２ｃｈ 令和２年１２月１日

５ 日本放送協会 ※８Ｋ ＮＨＫ ＢＳ８Ｋ １４ｃｈ 平成３０年１２月１日

※新４Ｋ８Ｋ衛星放送の開始に向けて、新たに開放した電波

※新４Ｋ８Ｋ衛星放送の開始に向けて、新たに開放した電波

14



最新の新４Ｋ８Ｋ衛星放送のコンテンツ状況

○ 各放送事業者においては、ドラマやスポーツをはじめ、４K・８Kの特色を活かした様々な

ジャンルの番組作りに取り組んでいる。今後は、更なるコンテンツの充実が課題。

○ 特に、一年延期となった東京オリンピック・パラリンピック大会は重要な契機になる。

15



新４Ｋ８Ｋ衛星放送の認知度

出典：A-PAB（（一社）放送サービス高度化推進協会） 4K・8K放送市場調査結果のまとめ（2019年8月公表）

16

○ 令和元年７月の調査結果によれば、「新４Ｋ８Ｋ衛星放送」という言葉自体に対する認知度

は４割を超えている。また、実際に視聴した人の満足度は高い傾向が見られる。

○ しかしながら、放送を視聴するための受信環境についての認知度は４割弱にとどまっており、

引き続き、官民が連携して周知広報に取り組むことが必要。

2019年３月
第７回
(N=263)

2019年７月
第８回
(N=199)

【N=新４K８K衛星放送視聴経験者】（％）



3. 周波数の有効活用に係る取組

17



衛星放送の未来像に関するワーキンググループ 報告書概要（平成30年９月） 18

18

議論の背景  規制改革推進会議第２次中間答申において、「総務省は、放送事業の未来像を見据え、放送用に割り当てられている
帯域について、周波数の有効活用などにつき(中略）、検討を行う」旨、提言。

帯域の有効活用
の方向性

 帯域の有効活用については、右旋と左旋の利用状況の非対称性を前提に、右旋は効率的利用の観点から、
左旋は利用促進の観点から、それぞれ有効活用のあり方を検討。

• BS放送及び東経110度CS放送の右旋帯域における逼迫状況を踏まえれば、帯域が有効活用されているか否かを検証することが必要。
• 他方で、左旋帯域については、右旋帯域とは別の意味で有効活用が進んでいない状況。

右旋帯域の有効活用 左旋帯域の有効活用

 現在の制度では、衛星基幹放送（BS放送及び東経110度CS放
送）の帯域の有効活用に関しては、新規参入、認定の更新いず
れに際しても審査項目とされていない。

 新規参入に関する認定、５年ごとの認定の更新いずれについて
も、帯域の有効活用を検証し、有効活用が見込まれない場合に
は、総務大臣が指定する帯域を有効活用が担保できる水準とす
る仕組みを法制度上明確に位置付けることが望ましい。

 右旋帯域の利用方策における基本方針については、利用可能
な帯域が生じた場合には、原則として、
• 新規参入によるコンテンツの多様化を優先。
• ２Ｋから４Ｋ・８Ｋへの移行について、適切なタイミングで関係
者間で検討を開始。

 帯域再編のコストについては、基本的には原因者・受益者負担
が妥当と考えられるが、国の政策による再編成など、一定の場
合には費用の一部を国が負担することを検討。

 左旋帯域の受信環境の問題は、一朝一夕に解決する
問題ではなく、多様なメディアを活用したプロモーショ
ンを行うなど地道な努力が必要であり、行政において
もこうした取組をサポートすることが必要。
具体的な方策としては、

• 有線伝送により、左旋帯域への新規参入障壁を
緩和し、更に新たな参入意欲を喚起するという好循
環モデルが期待。

• 視聴者の視聴意欲を高めるためには、コンテンツ
の充実が不可欠。

• 右旋帯域に参入を予定している事業者について
も、新４Ｋ８Ｋ衛星放送全体を牽引していく観点から、
ピュア４Ｋ番組の比率を高めるなど、コンテンツに
関する一層の取組が期待される。

有効活用の観点 効率的利用の観点 利用促進の観点

有効活用の
考え方

○ 「衛星放送の未来像に関するワーキンググループ」を平成30年２月から５月の間に開催。
○ 右旋と左旋の利用状況の非対称性を踏まえた帯域の有効活用等のあり方について議論。



（１） BS右旋における新規参入等の認定について 19

経緯

■ 既存事業者が自主返上を申し出た２Ｋ放送用の周波数帯域を活用し、新規参入等（注：既存
事業者の高画質化も含む。）に充てるべく、昨年3月13日～5月13日の間、公募を実施※１。
※１：公募に当たり、昨年２月に放送法関係審査基準（訓令）を改正。

■ 公募に対し、９者から申請提出。

■ 審査は以下の流れで実施。
① 絶対審査

→放送を実施する上で必ず満たすべき条件（マスメディア集中排除原則への適合性、欠格事由への非該当性等）への適合性を
審査。１項目でも不適合であれば認定拒否。

② 第一次比較審査
→広告放送の割合等の４つの基準への適合性を審査。全ての基準を満たす申請を優先。

③ 第二次比較審査
→放送番組の多様性、放送番組の視聴需要等11の審査項目により比較審査し、総合評価を実施。

■ 審査の結果について、令和元年９月９日の電波監理審議会へ諮問し、ブロードキャスト・サテライ
ト・ディズニー(株) ※２、(株)カワイイアン・ティービー、(株)ジャパネットメディアクリエーション、BS
松竹東急(株) ※３の４者の認定を適当とする旨の答申を受け、同年11月29日に認定証を交付。

※２：ブロードキャスト・サテライト・ディズニー(株)については、既存番組の高画質化に係る認定。
※３：BS松竹東急(株)については、令和２年2月1日現在で設立に向けた準備中。

審査の概要

■ 令和３年末頃の放送開始に向け、BS右旋における帯域再編作業を進めていく必要がある。

今後のスケジュール



（２） 衛星放送に係る周波数使用基準の策定について 22

伝送方式及びテレビジョン放送の種類
スロット数の上限

BS CS

広帯域伝送方式

標準テレビジョン放送（SD） ６ ６

高精細度テレビジョン放送（HD） １２ １２

高精細度テレビジョン放送（フルHD） ２０ －

高度広帯域伝送方式
超高精細度テレビジョン放送（4K） ４０ ６０

超高精細度テレビジョン放送（8K） １２０ －

周波数使用基準（省令）の概要
（１）ＢＳ／ＣＳ放送に係る基準

（２）その他、補完放送※１やマルチ編成※２を実施する場合等のスロット追加や、システム改修等の影響を考慮した経過

措置について規定
※１ データ放送、字幕・解説放送、電子番組表（EPG）等。

※２ 複数のテレビジョン放送を同時に行うこと。例えば、プロ野球中継の延長時に、メインチャンネルは通常番組、サブチャンネ
ルで野球の延長を放送。

・ 今後、衛星基幹放送事業者の認定更新において、基準に適合しない場合には、スロットが返上
される可能性がある。

○ 令和元年６月に公布した改正放送法により、衛星基幹放送の業務の認定及び認定更新において、周波
数の有効活用の観点から、「周波数使用基準（省令）」への適合性を審査要件として追加（令和２年3

月末施行）

○ 周波数使用基準では、認定又は認定更新において、伝送方式及びテレビジョン放送の種類（ＳＤ、Ｈ
Ｄ、フルＨＤ、４K、８K）ごとに申請可能なスロットの数の上限を定める。

今後の見通し



４. 検討課題（案）
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検討課題（案）

（２） 新４Ｋ８Ｋ衛星放送の普及

・受信環境整備の現状と課題

・有効な周知のあり方 等

（３） 周波数の有効利用の推進

・右旋及び左旋帯域利用の現状と課題

・今後の有効利用に向けた方策 等

（１） 衛星放送事業の現状と課題

・衛星放送をめぐる市場環境の変化と影響 等

24



参考資料（現行の取組等）



衛星放送用受信環境整備事業

■ 新４Ｋ８Ｋ衛星放送（平成30年12月1日開始）で用いられる中間周波数帯（2.2～3.2GHz）について、

既存の他の無線サービスとの共用における懸念が指摘されている。

■ 他の無線通信に障害を与えるおそれのある衛星基幹放送用受信設備を改修し、適切な受信環境

の整備を支援するため、平成30年度から補助事業を実施中。

補助のイメージ図

BS・CSブースタ

分配器

壁面端子

BS・UV分波器
（対象外）

右左旋対応アンテナ
（対象外）

アンテナ出力から壁面端子の間にある技術基準
に不適合となる機器を改修（交換）するための費用
（工事費を含む）の１／２相当額を補助

受信機
（対象外）

すでに設置されている
不適合品

適合品に改修
（交換）

写真待ち

平成29年５月11日以前に設置されていることが必要

26

○令和２年度※：
・予算額 11.0億円
・補助予定世帯数 約３万世帯
・補助率 １／２
※補助期間は今年の電波法改正により２年間（令和３年度末まで）
延長となった

変更あり



ケーブルテレビ事業者の光ケーブル化に関する緊急対策事業 等

事業イメージ
【令和２年度当初予算額： 10.0億円】
【令和元年度補正予算額： 10.9億円】
（令和元年当初予算額： 43.1億円）

○ 事業主体

市町村、市町村の連携主体又は第三セクター

○ 補助対象地域

以下の①～③のいずれも満たす地域
①ケーブルテレビが地域防災計画に位置付けられている市町村
②条件不利地域
③財政力指数が0.5以下の市町村その他特に必要と認める地域

○ 補助率

⑴市町村及び市町村の連携主体：1/2

⑵第三セクター：1/3

○ 補助対象経費（下図の赤字部分）

光ファイバケーブル、送受信設備、 アンテナ 等

光ノード

タップオフ

ヘッドエンド

アンテナ

光ケーブル化
光ケーブル
同軸ケーブル

○ 平成30年7月豪雨等を踏まえ、ケーブルテレビ事業者を対象に、局舎所在地の災害発生危険
度、伝送路の方式及び局舎の停電対策の確認の緊急点検を行い、停電及び局所的豪雨災害
等に弱いなど課題が判明したため、ケーブルテレビネットワークの耐災害性強化（ケーブルテレ
ビネットワーク光化）のための緊急対策を実施する。

27



衛星放送サービスの高度化や市場の更なる活性化のため、２K放送から４K放送への円滑な移行の検討に
資する技術的課題等の検証を行い、ＢＳ放送（右旋帯域）における周波数の有効利用を図る。

BS放送用周波数の効率的な利用に関する調査検討

目標

令和２年度予算額 533 百万円

対象周波数帯 １２ＧＨｚ帯

令和３年度までの検討を踏まえ、速やかに技術基準の改正等を
行い、周波数の有効利用により２K放送から４K放送への円滑な
移行の検討を行う。

実施期間 令和２年度～令和３年度 （２カ年）

【背景・課題】
現在、BS放送（右旋帯域）は帯域が逼迫しており、新規チャンネル開設の需
要があるにもかかわらず、困難な状況。また、既存番組（２K放送）についても
昨年12月開始の４K放送への移行に向けた動きが今後活発化していくことが
想定されるところ、現状では円滑な４K移行のための帯域が不足。
こうした状況を踏まえ、限られた周波数帯を効率的に利用することで、４Ｋ放
送への円滑な移行に資する検証を行う。

【実施内容】
以下の２つの技術的検証により、周波数を効率的に利用し、２K放送から４
Ｋ放送への円滑な移行に資する調査検討を行う。

①２K放送の映像符号化方式を、現行より圧縮効率の高いHEVC方式に変更す
ることについての検証及び４K放送への移行過程における帯域再編で起こり
うる障害等の検証

②４K放送の電波が現行の２K放送と隣接する場合において、４K放送の電波の
品質を保つため、出力を増大させた場合の影響等の検証

 HEVC方式は、MPEG２方式の約４倍の圧縮効率を持つことから、２K放送のHEVC化が実現した場
合、周波数Aの番組を周波数Bに移行させてもなお、周波数Bの空き帯域を割当てることが可能。

 既存の周波数帯の範囲内かつ受信機への影響を最小限にとどめて２K放送から４K放送への円滑

な移行が実現。また、新たな空き帯域の確保により追加的な割当てが可能となる。

技術試験項目①
（イメージ）

技術試験項目②
（イメージ）

A波
現行2K

B波
４K

ダウンリンク

A波 C波B波

A波、C波の波形により、B波に干渉、
ノイズが発生
→放送品質の低下の可能性

B波の出力を上げることで、干渉
を排除できる可能性

周波数

電
力

C波
現行2K

B波の出力を
上げる

2K 4K 2K

28

変更あり



「４Ｋ・８Ｋ放送推進連絡協議会」の概要

目 的

活動内容

・当該戦略に基づく「４Ｋ・８Ｋ放送に関する周知・広報計画」

（アクションプラン）の取りまとめ
・４Ｋ・８Ｋ放送の送受信環境に係る技術的課題の共有・対応

（電波の漏えい対策、ＢＳ右旋帯域再編対応等）

・視聴者・消費者からの苦情・相談への対応の在り方の検討等

構成員

団体 事業者

（一社）衛星放送協会 （株）アイキャスト

（一社）映像配信高度化機構 ｲｯﾂ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（株）

大手家電流通協会 ＳＣサテライト放送（株）

全国電機商業組合連合会 （株）ＱＶＣサテライト

（一社）電子情報技術産業協会 （株）ｹｰｽﾞﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ

（一社）日本ケーブルテレビ連盟 ｼﾞｬﾊﾟﾝｹｰﾌﾞﾙｷｬｽﾄ（株）

（一社）日本ＣＡＴＶ技術協会 （株）ジュピターテレコム

（一社）放送ｻｰﾋﾞｽ高度化推進協会 スカパーＪＳＡＴ（株）

（株）東北新社ﾒﾃﾞｨｱｻｰﾋﾞｽ

※オブザーバー 日本放送協会

（一社）日本民間放送連盟 日本デジタル配信（株）

（株）ハートネットワーク

（株）ビーエス朝日

（株）ＢＳ－ＴＢＳ

（株）ＢＳテレビ東京

（株）ＢＳ日本

（株）ビーエスフジ

（株）放送衛星システム

（株）ＷＯＷＯＷ

（９団体・19事業者 （令和元年10月現在））

平成30年12月から開始された新４Ｋ８Ｋ衛星放送について
は、これを視聴するためには別途チューナー等の機器が必
要であり、アンテナ等の受信設備の交換が必要な場合もあ
る。
このような状況について視聴者の理解を進めるため、総務
省では、放送を巡る諸課題に関する検討会の分科会におい
て、平成29年３月に「４Ｋ・８Ｋに関する周知・広報戦略」を取
りまとめた。
当該戦略に基づく周知広報を、関係団体・事業者及び総
務省が相互に連携・協力し、効果的かつ効率的に進めるた
め、今回関係団体・事業者から構成される「４Ｋ・８Ｋ放送推
進連絡協議会」を設置。（総務省は事務局）
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○ 新４K８K衛星放送の魅力や視聴方法に係る周知・広報を効果的に推進するため、関係事業

者・団体と連携し、「４K・８K放送推進連絡協議会」を開催。（過去８回開催）



BS右旋帯域の再編等に係る経費

総務省

視聴者

周知・広報窓口
（コールセンター含む）スポット動画の

制作・提供

衛星放送事業者等

問合せ
問合せ
対応

周知・広報業務の委託

スポット動画等による
事前の周知・広報

再編に必要な共通仕様変更
等に係る技術検証

技術検証結果を踏まえた
仕様変更後の設備導入等

メーカ等

 一部のBS放送事業者から返上のあった空き帯域
を活用し、令和元年11月に新たなBS放送事業者
を認定。

 新たな番組の開始には、帯域再編作業（ス
ロットの縮減、トランスポンダの移動等）が
必要。また、再編作業により番組の休止や、
録画予約再設定など視聴者への影響も想定。

以下の作業を実施することにより、円滑な帯域再編

を実現する。

・帯域再編を柔軟に行うための設備の仕様変更等に

係る技術検証

・帯域再編の周知・広報及びコールセンターの設置

・周知広報スポット動画の制作

等

【R２予算額：２．０億円】

背景・課題 施策

30



1ch (11.72748GHz) 3ch (11.76584GHz) 13ch (11.95764GHz) 15ch (11.99600GHz)

ビーエス朝日 ＢＳ－ＴＢＳ ＢＳテレビ東京 ＷＯＷＯＷ ＮＨＫ
ブロードキャ

スト・
サテライト・
ディズニー

ＢＳ日本 ビーエスフジ
アニマックスブロード
キャスト・ジャパン

ＮＨＫ スター・チャンネル

BS朝日

総合編成

【無料】

BS-TBS

総合編成

【無料】

BSテレ東

総合編成

【無料】

WOWOW
プライム

総合娯楽

NHK
BSプレミア

ム

ディズ
ニー・
チャン
ネル
総合
娯楽

BS日テレ

総合編成

【無料】

BSフジ

総合編成

【無料】

ＢＳ

アニマックス

アニメ

NHK
BS1

スター
チャンネ
ル ２

映画

スター
チャンネ
ル ３

映画

(16) (16) (16) (24) (18) (6) (16) (16) (16) （20） （13） (13)

5ch (11.80420GHz) 7ch (11.84256GHz) 9ch (11.88092GHz) 11ch (11.91928GHz)

ＷＯＷＯＷ ビーエス朝日 ＢＳテレビ東京 ＢＳ日本 日本ＢＳ放送 スター・チャンネル
ワールド・ハイビジョン・

チャンネル 放送大学学園

（＊）

スカパー・エンター
テイメント

WOWOW
ライブ

総合娯楽

WOWOW
シネマ

総合娯楽

BS朝日
４Ｋ

総合編成

【無料】

BSテレ東
４Ｋ

総合編成

【無料】

BS日テレ
４Ｋ

総合編成

【無料】

BS11

総合編成

【無料】

スターチャン
ネル １

映画

BS12 トゥエル
ビ

総合編成

【無料】

放送大学

大学教育放送

【無料】

BS
スカパー！

総合娯楽

(24) (24) (40) (40) (40) (18) (15) (15) (16) (16)

17ch (12.03436GHz) 19ch (12.07272GHz) 21ch (12.11108GHz) 23ch (12.14944GHz)
ＮＨＫ ＢＳ－ＴＢＳ ビーエスフジ

グリーン
チャンネル ジェイ・スポーツ ジェイ・スポーツ

ＷＯＷＯＷ
プラス ジェイ・スポーツ ジェイ・スポーツ 釣りビジョン 日本映画放送

（＊）
NHK
BS4K

BS-TBS
４Ｋ

総合編成

【無料】

BSフジ
４Ｋ

総合編成

【無料】

ｸﾞﾘｰﾝﾁｬﾝﾈﾙ

農林水産情報・

中央競馬

J  SPORTS
1

スポーツ

J  SPORTS 
2

スポーツ

シネフィル
WOWOW

映画

J  SPORTS 
4

スポーツ

J  SPORTS 
3

スポーツ

BS釣りﾋﾞｼﾞｮﾝ

娯楽・趣味

BS日本映画

専門チャンネル

映画

(40) (40) (40) (16) (16) (16) (16) (16) (16) (16) (16)

スロット数

事業者

番組

ジャンル

スロット数

事業者

番組

ジャンル

スロット数

事業者

番組

ジャンル

注：斜体表示のテレビ番組（7ch、17ch）は４Ｋ。

ＳＤ

：スカパーＪＳＡＴ(株)が有料放送管理事業者として、当該有料放送の役務に係る管理業務を行っている番組。 放送開始済みの放送番組数（令和２年4月1日現在）※

4K 6番組 HD 26番組 1番組 合計33番組ＳＤ

※ データ放送、音声放送（１番組）を除く。（＊）新規参入事業者等の放送開始（令和３年末頃）に向けた帯域再編作業等を踏まえ、現在、空き帯域となっている。

ＢＳ放送（右旋）のテレビ番組のチャンネル配列図 31



ＢＳ放送（左旋）のテレビ番組のチャンネル配列図 32

2ch (11.74666GHz) 4ch (11.78502GHz) 6ch (11.82338GHz) 8ch (11.86174GHz)

未 使 用 未 使 用 未 使 用

ＳＣサテライト

放送

ＱＶＣ

サテライト

東北新社

メディアサービス

ショップ
チャンネル

４Ｋ

４Ｋ ＱＶＣ ザ・シネマ
４Ｋ

ショッピング

【無料】

ショッピング

【無料】

映画

(120) （120) (120) （40） （40） （40）スロット数

10ch (11.90010GHz) 12ch (11.93846GHz) 14ch (11.97682GHz) 16ch (12.01518GHz)

未 使 用

ＷＯＷＯＷ 日本放送協会

未 使 用
ＷＯＷＯＷ

総合娯楽

ＮＨＫ ＢＳ８Ｋ

(120) (40) (40) (40) (120) （120）

18ch (12.05354GHz) 20ch (12.09190GHz) 22ch (12.13026GHz)

未 使 用 未 使 用 未 使 用

(120) （120) (120)

放送開始済みの放送番組数（令和２年１月1日現在）
8K 1番組 4K 3番組 合計4番組注：ＢＳ放送（左旋）のテレビ番組は４Ｋ（ＮＨＫは８Ｋ）。

※ 令和２年12月1日より、放送開始予定。

※

事業者

番組

ジャンル

スロット数

事業者

番組

ジャンル

スロット数

事業者

番組

ジャンル

：スカパーＪＳＡＴ(株)が有料放送管理事業者として、当該有料放送の役務に係る管理業務を行っている番組。



ND10 (12.451GHz) ND12 (12.491GHz) ND14 (12.531GHz) ND16 (12.571GHz)
スカパー・エンターテイメント

松竹ブロード
キャスティング

エムオン・

エンタテインメント
ＧＡＯＲＡ

スカパー・
エンターテイメント

キッズ
ステーション

インタラク
ティーヴィ

東北新社メディアサービス
宝塚クリエイティブ

アーツ

インタラク
ティーヴィ

ＣＳ日本
AXNエンタテ
インメント

シーエス・
ワンテン

ス
カ
チ
ャ
ン
１

Ｋ
Ｂ
Ｓ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ

ス
カ
サ
カ
！

衛
星
劇
場

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
！

Ｔ
Ｖ

(

エ
ム
オ
ン
！)

Ｈ
Ｄ

Ｇ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ａ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｈ
Ｄ

ヒ
ス
ト
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

ザ
・
シ
ネ
マ
Ｈ
Ｄ

Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
！

ｄ
ｒ
ａ
ｍ
ａ
Ｔ
Ｖ
Ｈ
Ｄ

フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場
Ｈ
Ｄ

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ

Ｓ
Ｋ
Ｙ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ

ア
ニ
メ
シ
ア
タ
ー
Ｘ

（
Ａ
Ｔ-

Ｘ
）

Ａ
Ｘ
Ｎ
ミ
ス
テ
リ
ー

１
０
０
％
ヒ
ッ
ツ
！

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ワ
ー
Ｔ
Ｖ
プ
ラ
ス

Ａ
Ｘ
Ｎ

Ｂ
Ｂ
Ｃ
ワ
ー
ル
ド

ニ
ュ
ー
ス

(12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (6) (6) (6) (6)

ND18 (12.611GHz) ND20 (12.651GHz) ND22 (12.691GHz) ND24 (12.731GHz)
インタラクティーヴィ サテライト・サービス シー・ティ・ビー・エス

スカパー・
エンターテイメント

ＣＳ日本

ゴ
ル
フ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

チ
ャ
ン
ネ
ル
銀
河
歴
史
ド
ラ
マ
・

サ
ス
ペ
ン
ス
・日
本
の
う
た

女
性
チ
ャ
ン
ネ
ル
♪

Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
Ｔ
Ｖ

ム
ー
ビ
ー
プ
ラ
ス

フ
ジ
テ
レ
ビ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

ス
ポ
ー
ツ
・バ
ラ
エ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ワ
ー
Ｔ
Ｖ

フ
ジ
テ
レ
ビ
Ｔ
Ｗ
Ｏ

ド
ラ
マ
・ア
ニ
メ

フ
ジ
テ
レ
ビ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

ラ
イ
ブ
・プ
レ
ミ
ア
ム

Ｑ
Ｖ
Ｃ

（
キ
ュー
・ヴ
ィ
ー
・シ
ー
）

Ｔ
Ｂ
Ｓ
チ
ャ
ン
ネ
ル
２

Ｔ
Ｂ
Ｓ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｆ
Ｏ
Ｘ

日
テ
レ
Ｇ
＋

Ｈ
Ｄ

チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

日
テ
レ
プ
ラ
ス

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

Ｔ
Ｖ

(12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12)

ND2 (12.291GHz) ND4 (12.331GHz) ND6 (12.371GHz) ND8(12.411GHz)
シーエス・ワンテン

シー・ティ・
ビー・エス

シーエス・
ワンテン

名古屋テレビ
ネクスト

日本映画放送 スカイ・エー 囲碁将棋
チャンネル

インターローカル
メディア

シーエス・
ワンテン

サテライト・
サービス

スカパー・
エンター
テイメント

ＳＣサテライト放送
サテライト・
サービス

東映衛星放送

テ
レ
朝
チ
ャ
ン
ネ
ル
２

ニ
ュ
ー
ス
・情
報
・ス
ポ
ー
ツ

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ジ
ュ
ニ
ア

テ
レ
朝
チ
ャ
ン
ネ
ル
１

ド
ラ
マ
・バ
ラ
エ
テ
ィ
・ア
ニ
メ

Ｔ
Ｂ
Ｓ
チ
ャ
ン
ネ
ル
１

Ｍ
Ｔ
Ｖ

エ
ン
タ
メ
～
テ
レ
Ｈ
Ｄ
☆

シ
ネ
ド
ラ
バ
ラ
エ
テ
ィ

時
代
劇
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｈ
Ｄ

ス
カ
イ
Ａ

囲
碁
・将
棋
チ
ャ
ン
ネ
ル

ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
チ
ャ
ン
ネ
ル

歌
謡
ポ
ッ
プ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル

Ｃ
Ｎ
Ｎ
ｊ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
エ
ア

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

ア
ニ
マ
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト

カ
ー
ト
ゥ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
チ
ャ
ン
ネ
ル

日
テ
レ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
２
４

Ｍ
ｎ
ｅ
ｔ

東
映
チ
ャ
ン
ネ
ル

(12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (12) (6) (6) (6) (6) (6) (6) (6) (6) (12) (12) (12) (12)スロット数

事
業
者

番
組

スロット数

事
業
者

番
組

スロット数

事
業
者

番
組

※スカパーＪＳＡＴ(株)が有料放送管理事業者として、上記全ての衛星基幹放送事業者が提供している有料放送の役務に係る管理業務を行っているもの。

総合娯楽 映画 スポーツ 音楽 アニメ 海外ドラマ・バラエティ 国内ドラマ・バラエティ・舞台 ドキュメンタリー ニュース 娯楽・趣味 教育 ショッピング

【無料】

【無料】
ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ

ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ

放送番組数（令和２年１月1日現在）
HD42番組 12番組 合計54番組ＳＤ

東経１１０度ＣＳ放送（右旋）のテレビ番組のチャンネル配列図 33



東経110度CＳ放送（左旋）のテレビ番組のチャンネル配列図 34

ND25 (12.231GHz) ND1 (12.271GHz) ND3 (12.311GHz) ND5 (12.351GHz) ND7 (12.391GHz)

未 使 用 未 使 用 未 使 用 未 使 用 未 使 用

(120) (120) （120) (120) （120）スロット数

放送番組数（令和２年１月1日現在）
4K 8番組 合計8番組

スロット数

注：東経110度ＣＳ放送（左旋）のテレビ番組は４Ｋ。

ND9 (12.431GHz) ND11 (12.471GHz) ND13 (12.511GHz) ND15 (12.551GHz) ND17 (12.591GHz)

スカパー・エンターテイメント スカパー・エンターテイメント

未 使 用 未 使 用 未 使 用
Ｊ ＳＰＯＲＴＳ
１ （４Ｋ）

スポーツ

Ｊ ＳＰＯＲＴＳ
２ （４Ｋ）

スポーツ

Ｊ ＳＰＯＲＴＳ
３ （４Ｋ）

スポーツ

Ｊ ＳＰＯＲＴＳ
４ （４Ｋ）

スポーツ

(60) (60) (60) (60) (120) （120） （120）

事
業
者

番
組

事
業
者

番
組

ジ
ャ
ン
ル

ジ
ャ
ン
ル

スロット数

事
業
者

番
組

ジ
ャ
ン
ル

ND19 (12.631GHz) ND21 (12.671GHz) ND23 (12.711GHz)

スカパー・エンターテイメント
スカパー・エンターテイ

メント

スカパー・エンターテイ

メント

スターチャンネル

４Ｋ

映画

スカチャン１
４Ｋ

総合娯楽

スカチャン２
４Ｋ

総合娯楽

日本映画＋時代劇

４Ｋ

総合娯楽

(60) (60) (60) (60) (60) (60)


